














 

研究計画 

 先天性副腎皮質過形成症(CAH)は小児の副腎疾患のなかでは最も重要な疾患である。しか

し,その治療法は専門医でも多少異っており,また一般的にみると必ずしも適切とはいえな

い場合もある。そこで,本症の治療指針を作製しようと計画した。他方,本症の予後を左右

するのは治療法の改善や普及だけではなく,早期発見による早期治療である。また,その発

生頻度からみても,本症は将来,新生児マス・スクリーニングにとり入れられるべき疾患の

一つである。そこで,過去の症例を分析し,早期発見と早期治療の必要性を再確認し,マス・

スクリーニングの可能性についても検討を加えることとした。 


